
　甲賀市初の地域おこし協力隊として今年の
6月に土山町山内学区へ就任されたお二人
に、半年間の活動を振り返っていただきました。

●地域おこし協力隊として取り組んでいることは？
合田隊員：�獣害対策として鹿の捕獲、耕作放

棄地対策として養蜂用の花の栽培
などに取り組んでいます。

黒田隊員：�まずは地域のことを知ることから始
め、最近は若い人たちに足を運ん
でもらえるようなイベントや地域ツ
アーの企画を行っています。

●実際に活動してみてどうでしたか？
合田隊員：�初めて挑戦することも多かったので、

もっと上手くなって地域の皆さんの
役に立てるようになりたいです。

黒田隊員：�イベントは地域を知ってもらう第一
歩だと実感できたので、今後はリ
ピーターを増やせる企画につなげ
ていければと思います。

●これからの目標は？
合田隊員：�狩猟の技術を磨き、蜂蜜を収穫す

ることに力を入れていきたいと思っ
ています。何事にも恐れずに挑戦
していきたいです。

黒田隊員：�山内に来てくれた人たちが居心地良
く集えるコミュニティスペースを作っ
ていきたいです。これからも「山内
をもっと輝かせる！」という強い気
持ちで活動していきます。
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を発信したい！滋賀の宮村
～地域おこし協力隊 甲南・宮地域（甲南第三学区）に就任～
　地元住民と協働して地域おこしを進める「地域おこし協力隊」の委嘱式が、12月21日に水口庁舎で行
われました。隊員は1月から甲南町宮地域で地域活性化をめざして活動を始めます。

宮地域の地域おこし協力隊

田
た

中
な か

啓
け い

介
す け

さん（大阪府高石市より）

宮地区自治振興会
会長
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の り ひ さ

久さん

　約6年間東京で勤務し、その後大
阪で独立。
　現地説明会で見た自然豊かな里山
の風景に魅力を感じ、宮地域で活動
することを決意。

　故
ふる
くは滋賀の模範村とされ、全国

から有識者が学びに訪れた由緒ある
土地「宮地域」。その宮を再び全国
に、世界に、発信できるような活動
をしていきます。
　具体的にはインターネットを使っ
た情報発信、特産品の販売や憩い
の場を兼ねた施設の設置を考えて
います。また、移動販売や古民家
の改修、今まで携わったことのない
農業もしてみたいと思います。皆
様のご協力をお願いいたします。

土山町山内学区
地域おこし協力隊

～ただいま活躍中～
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　宮地域は人口減少が課題となっ

ているため、住みたいと思っても

らえるまちをめざして、地域おこし

協力隊と一緒に取り組んでいきた

いと思います。�

　田中さんには、ずっと地元で暮

らしてきた私たちにはない新しい

目線で、新たな風を吹きこんでく

れることを期待しています。�

　地域おこし協力隊をきっかけに地

域を盛り上げ、まちの活性化につ

なげていきたいと考えています。
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